
Title 都市と交通
Sub Title
Author 増井, 幸雄

Publisher 三田学会
Publication year 1914

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.8, No.2 (1914. 3) ,p.234(108)- 245(119) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19140300-

0108

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

都

市
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交

通
'
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■

增

井

幸

■

 

#

一

都

市

の

意

義

一

 

都
市
と
は
田
舍
に
對
す
る
の
，語
に
し
て
、
後

者

於

小

、
 

遨
ス
ロ
の
散
在
住
届
せ
る
地
方
を
指
す
に

【

又
し
、
前
^

\ 

は
多
數
入
口
の
密
集
群
届
せ
る
地
方
を

‘
指
す
、i

目

す

|

れS
.
、

’ノ
ッ
セ
-

ル
ト
氏
の
云
へ
る
於-

f
多
®

の

永

續\

か
®

^

狀
態
を
指
す
名
の
に
^
な
ら
^

る
な
6

。
ベ
都
市 

論
五——

六)

.

法
制
上
文I

計
上
に
於
て&

人

ロ

の
. 

j

定
數
を
以
て
簾
を
分
つ
の
標
準
と
な
し

f

る
名 

こ
れ
#

竟
獨
斷
な
：
6

、
現
に
幾
許
の
人
ロ
數
を
以
て
も 

0

標
準
と
な
す
や
に
就
て
は
國
に
よ

6

て
大
に
異f-
t

る 

«

の
*:

石
に
あ
ら
岁
や^

濟
上
よ
6

見
：作
ば
人
ロ
妗

_

:

;

、_

1
_

! |j.

t

5

t

唯
多
數
の
久
0 !
と
い
ふ
の
み
を
以
て
足
る 

幾
許
以
上i
s

 

t
f
. 
5

0

眼
度
を
_

る
こ
と
：

能
K

次

の

な

ん

或e

面

積

の

大

小

雇

の

廣

狹

を

以

て
標
準
と
な
さ
む
と
す
る
か
。
是
れ
亦
採
用
す
ベ
か
ら 

步
ヽ
藎
し
建
築
物
大
な
る
場
合
‘に
は
入
ロ
少
く
と
名
區 

域
は
.膨
大
す
べ
く
、
其
の
小
な
る
場
合
に
は
人
口
多
く 

i
 

$
區
域
：«
狹
少
な
る
K:
#

れ
ば
な
6

。
或
»

叉「

市.

一
 

「

町」

な
.る
名
稱
を
有
す
る
名
.の
を
以
て0

T

な
し
、 

「

利」

な
る
名
稱
を
有
す
る
名
の
を
以
て
田
舍
と
な3

ひ 

と
す
る
か
、
是
れ
$

採
用
す
可
ら
^

、
藎

し|

方
に
於 

て
は
獨
逸
；
パ
f

デ
ン」

叹
.るV

 —

フ

エ
'

\

ス
タ
ィ
ン
の 

命
き
或
は「

ゥ

ユ

ル
r
y

ど
ル
ヒ」

な
る
ツ
ァ
I

プ
ェ
レ 

ス
タ
ィ
ン
の
如
き
、W
名
を
冠
し
な
が
ら
人
口
そ
れ
ぞ 

.れ
二
百
及
び
三
百
に
滿
杧
步
し
て
事
實
上
材
落
と
何
等 

選
ぶ
所
な
き
^
P

0あ
る
と
共
に
、
他
方
に
泠
て
は
ぐ
ン 

水
.ル
ヒ
及
び
リ
ヒ
テ
ン
べ
ル
ヒ
の
如
き
、
名
は
卽
ち
#
 

とS
.

ふ
と
雖
ぢ
A

ロ
そ
れ
^

五
萬
以
上
に
達
し
て
.事 

實
上
都
市
と
毫
％
異
：
«:
る
所
な
き
名
‘の
3

へ
^

す
れ
ば 

な
6

若
し
そ
れ
全
く
或
は
主
と
し

v

商
エ
業
の
汙
は
る
. 

る
と
農
林
業
0

‘行
は
る
、
i

の
如
何
を
以
て
■

を
分 

つ
の
標
準
と
な
3

む
と
す
る
名
の
?)
ら
む
於
、

t

K

H
 

し
く
本
末
を
*

倒
し
^

る
^P

の
i

ぃ
は
3'
'
.る
べ
^

ら
^

何
i

な
れ
ば
、
：
か̂
'

る
生
產
業.
の
相
違
は
都
鄙
.の
區
別 

を
來
す
の
原
因
に
は
あ
ら
中
し
て
、
後
_'に
名
述
ぶ
る
於 

如
く
、
都
鄙
の
區
別
こ
を
却
て
生
產
業
の
相
違
を
來
す 

0

主
要
原
因
な
れ
ば
な
6

。 

へ
 

I
I

都
市
の
發
生 

都
市
の
發
隹
は
之
を
ニ
つ
に
分
つ
こ
と
を
得
、

然 

的
.
の
發
生
及
，

&

人
爲
的
め
發
生
卽
ち
是
な
6

0

(
1
1

人
爲
的
な
る
都
市.

Q

發
生
と
は
、
都
市
の
發 

生
發
達
於
自
然
的
に
行
は
る
V

に
あ
ら
ず
し
て
、
或

る

\ 

人
爲
的
手
段.を
以
<

之
そ
發
生
せ
し
め
叉
«

發

達

.せ

し

一
 

'

む
る
，J
i

、
例
へ
ば
不
毛
の
地
に
帝
都
を
造
營
し
叉
は
一 

寒
材
.
に
大
官
廳
を
設
く
る
、が
爲
に
玆

.

U

都

市

の

發

生

を\ 

見
.
る
於
如
き
を
云̂
。
卽
ち
帝
都
を
奈
良
に
相
し
、
平
一 

安
京
に
移
し
て
以

V

都
市
の
成
立
を
來
し
允
る
於
如
き

I 

.
叉
例
を
外
國
に
求
む
れ
ば
境
伯
力
ー
ル
⑦
ゥ
ヰ
ル
へ
ル 

ム
炉
ハ
ル
ト
ヮ
ル
ド
の
中
央
に
»

獵
場
を
設
け
道
路
を
一 

劃
し
街
®

を
整
へ
諸
官
廳
を
ば
ド
ク
ル
ラ
ッ
ハ
ょ

6

移 

し
<

以
て
今
|-
1

の
ヵ
？

ル
スル

--

尤
の
某
一
を
開
き
杧
る 

が
.
如
き
、
或
は「

ウ
^

ル
テ
シ
ベ
ル

t
一
の
ル
I

ド
ウ
イ

ッ 
k

:

-

x-/
.

^

ヒ
：̂

キ
ー..
X 

I
 ふ
.
'

ル
、下.
#
.ル
、

ド
ウ
ィ..ツ
..ヒ

大
公
の
：狩
獵
場
開
設
に
始
ま
る
が
如
き
、

或
は
叉
プ
ナ 

I

ド
リ
ツ
ヒ®

ウ
ヰ
ル
へ
ル
ム
ー
世

^

1
寒
村
を
變
匕 

て
都
市
と
な
せ
■.る
1C
よ
：̂
.て
生
|5
*

名
グ
ム

ビ
y

ネ
y 

の
如
き
米
國
の
首
府
ウ
シ.

ト.
X

の
如
き
は
郎
ち
是
な 

み

。
‘
是

等

の

都

市

の

成

立

は

多

く

 

t
t政
治
的
叉
は
軍
事 

的
.動
機
に
出
で
^

る
名
の
に
し
て
、
，'往
勝
の
都
市
に
は 

此
の
種
の
原
因
ょ
ろ
生̂

^
る
名
の
頗
る
多
し
。
然6
 

と
雖
ぢ
t
tt
長
き
期
間U

偶
々
發
生
し
得
べ
き
所
に
し 

て
年
々
31
は
各
滕
代
に
起
6
得

べ

き

.ぢ

の

に

あ

ら

^

、 

If
f

し
て
近
代
に
於
<

は
此
の
原
因
ル
餘
6

重
要
な
る
名 

の
に
は
あ
ら
3'
'

る
な
6

0 

.

(

ニ)

.
次
に
自
然
的
な
る
都
市
の
發
生
と
は
何
等
人 

爲
.
的

，の
：
手

段

に

基

く

.
に
あ
ら
梦
、
事
の
自
然
の
成
行
の

' 

結
巣
と
し
て
都
市
於
：成
立
し
材
落
よ

6

發
達
し
て
都
市 

と
な
.
る
.

を
®

ふ
。..
.換
言
す
れ«

人
が
人
を
！
1
?
>き
_
寄

ゼ̂
 

る
に
あ
ら
梦
し
て
、
人
於
'@

ら
集
6

來
6

<
都
市
を
形 

成
す
る
に
至
る
を
云
ふ
な
近
代
の
都
市
は
多
く
は 

斯
る
原
«

よ
6

し

<
生
匕
允
る
名
の
に
觸
す
い
然
ら
ば



.

雜

0~
.

如
何
な
る
動
機
に
よ
タ
y

A

财
斯
く
集
ろ
來6

し
や
i
 

V

ふU
、

或
は
メ
ッ
ヵ
の
如
く
宗
敎
的
動
機
に
出
で
把 

る
t

i

?

あ
6

と
雖
？ 
t

れ
頗
る
豨
な
る
場
合
の
み
、 

加
ふ
る
に
近
世
に
於
て
は
殆
ん
ど
之
を
見
る
こ
と
能
は 

岁
o

n

ッ

タ(
B
.
c
o
t
t
a
j

找
等
«
土
俗
的
原
因
の
輕
視 

す
べ
か
ら
次
る
を
論
ヒ
女
れ
ど
名
、
そ
は
近
世
に
於
て 

は
左
程
重
要
な
る$

の
に
は
ぁ
ら
タ
。
近
世
に
於
て
最 

名
重
要
な
る
名
の
は
實
に
經
濟
的
原
因
な
ろ
と
す

。̂

^
 

市
^

自
然
的
發
生
の
，原
因
中
に
あ
ろ
.；て
最̂p

重
な
る
部 

分
を
占
む
る
經
濟
的
原
因
4

は
果
し
て
时.ぞ
や
。
日
く

其
0

所
に
於
て
生
活
資
料
を
獲
得
す
る
の
機
舍
ぁ
る
こ 

•
I
J卽
ち
是
な
6

0 

\

凡
そ
人
の
所
^
1
%て
住
所
の
.所
在
は

她ヽ

上

に

嘴
« 

せ
る
木
片
石
塊
が
他
力
の働
き

^

る
結
果
と
し
て
其
听 

在
を
定
む
る
と
大
に
趣
を
異
1C
し

、
自
ら
1
沈
ら
む
と 

微
し
尤
止
戋
ヶ
、
自
ら
去
ら
ひi
欲

し

て

、
去
る
名
の 

に
し
て
散
在
住
届
し
て
材
落
を
形
づ
く
る
？
集
合
住g
 

し
て
®
市

を
成
す
名

.、
皆
是
れ
A
間
の
自

力

に

出

づ

。 

抑
々
人
0'
生
活
の
第
一
義
戚
生
活
そ
れ&
身
を
雜
#
す

.

.

. 

5
i
H
<

 

!

る
に
あ6

、.
自
存
の
衢
動
は
最^
>

早
く
趣
6

て
最
名
遲 

く
4

で
存
續
し
且
つ
存
續
期
間
中
最
名
强
く
作
用
す
る 

名
の
に
し
て.、
W

は
先
.づ

第f

に
生
活
の
資
料
を
求
む 

\

故
に
生
活
資
料
の
得
ら
る
ベ
き
所
に
は
人
业
ま
る
べ
き 

\ 

S
、
そ
の
得
ら
作
次
る
に
至
ら
ぱ
卽
ち
之
を
棄
て

V

去 

|

る
往
塘
遊
牧
の
芪
が
水
草
を
追
ラ
て
東
西
に
流
®
し 

'
\

る
似
如
き
は
最
ぢ
顯
著
な
る

一

例
な
る
、が
、【

A

於
生
活 

\

負
料
の
後
を
追
ぅ
て
移
る
こ
と
今

m

i

雖

昔

日
i

異 

I

な
る
所
あ
る
を
見
卞
、
唯
、

j

に
は
そ
财
多
く
同

j

他
方 

|

に
於
て
彼
此
事
業
間
に
行
は
れ
、

A

で
一
つ
に
は
人
ば
直 

\

接
に
生
活
資
料
そ
の
.名
の
を
求
め
ず
し
て

生
活
資
料
を 

|

得
る
の
手
段̂

る
貨
幣
を
多
額
に
得
む
と
し
て
利

1

0

 

|

大
を
追
求
し
届.る
舣
爲
にr

見
明
に
そ
れ
と
知
る
を
猙 

\

 

?

の
み
ピ

\ 

)
生
活
資
料
を
得
る
の
.

途

は

之

を

三

段

に

分

つ

，こ

i

と
. 

-

得
。
そ
の
.第一

段
を
大
古
寧
昧
の
脖
代
に
於
け
る
占
育 

i

な
す
。
人
少
く
自
然
豐
か
_

な
ろ
し
辟
代
に
あ6

て
は 

リ
野
至
る
所
に
生
浩
資
料
を
發
見
し
得
べ
く
、

31

欲
望 

令
頗
る.
單
純
な
る
财
敌
に
馑
少
單
純
な
る
財
を
以

y

滿

足
す
る
を
得̂
6

し
な
6

。
然
各
U

A

ロ
增
加
し
欲
望 

發
達
す
る
に
つ
れ
て
、
占
有
せ
石
財
の
み
を
以
<
し
て 

は
滿
足
す
る
こ
と
能
は
次
る
に
至

6

、
兹
1C

多
少
の
犧 

牲
を
狒
つ
て
生
產
な
る
手
段
に
訴
ふ
る
に
至
る
。
之
を 

第

I

一
 

段
と
な
す
。
而
し
て
人
口
益
々
增
加
し
殊
に
欲
望 

の
種
類
の
分
化
を
來
し
そ
の
.

品
質
0

1&

上
を
見
る
や
、 

獨
力
を
以
て
し
て
は
此
等
の
欲
望
の
凡
て
を
悉
く
叉
は 

宠
分
に
滿
足
せ
し
ひ
る
こ

と
能
ft
cr
.

る
に
至
つ
て
敍に 

交
換
起
ろ
分
業
生
匕
、
.

交
易
經
濟
の
發
達
を
來
す
に
及 

ん
で
.

は
自
ら
生
活
資
料
を
生
產
す
る
こ
と
を
な
ら
^
尊 

ら
財
の
搜
受
に
ょ6

て
愼
値
の
增
加
發
達
を
來
し
之
を 

以
て
交
換
の
資
料
他
に
生
活
資
斜
獲
得
の
手
段
と
す
る 

者
を
生
卞
る1C
至
る
、
之
を
第
三
段
と
な
し
名
け
<
營 

利

とs

ふ
'°

以
上
三
段
の
生«
«

料
^
得
方
法
の
中に 

て
占
有
は
現
今
殆
ん
ど
全
く
行
は
れ
ず
、
行

«

る
、

S

U 

の
は
營
刺
と
生
齑
と
の
爾
请
の
み
。し 

生
產
は
價
値
の
發
生
叉
は
增
加
を
人
と
物
と

.

の
.關
係 

,

に
求
む
る
、务
の
な
る
於
故
に
之
を
行
ふ
に
當

\

し
は
先
づ 

11

物
を
獲
得
寸
る
事
を
必
要
i

す

、.
鼓

U

物
i

は
所
爾
生

產
資
料
の
義.U

外
な
ら
#

、'
從V
生
產
は
生
產
資
料
の 

獲
得
し
得
ら>
0

>

所
に
於
て
行«

れ
、
生
産
者
は
斯
る 

地
點
に
集
ま
る
。
之

U

反
し
て
營
利
は
價
値
の
增
加
叉 

.

は
發
生
を
人
と
人
と
の
關
係
に
.
求
0.
る
名
の
な
る
舣
故 

I

に
之
を
行
ふ
に
は
先
づ
人
と
人
と
の
交
渉
あ
る
乙

i

を 

必
要
と
す.
、
從
て
營
利
は
人
と
人
i

の
接
觸
交
渉
あ
る 

.

所
に
於
て
行
は
れ
、
營
利
を
行
ふ
者
は
斯
る
地
點
に
集 

t

る
。
然
る
に
生
產
資
料
分
有
の
結
果
と
し

y

自
ら
生 

產
炅
は
營
利
を
行
分
t
 

i

能
は
^
る
於
或
は
行
ふ
こ
と 

を
欲
せ
次
る
者
は
生
產
營
利
の
資
料
の
ー
部
を
提
供
し 

一
.

て
之
に
對
す
る
報
酬
を
得
<
以
て
生
活
資
料
と
す
る
の 

外
な
き
名
の
な
る
於
、
資
本
及
び
土
地
を
以
て
之
に
參 

加
す
る
者«

其
の
提
出
す
る
資
料
を
商
己
の
身
體
よ

6

 

分
離
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
於
飲
に
必
卞

.

し

？

自

ら

.
事
 

\

業
の
行
は
る
、
の
地
點
に
赴
於
^

れ
ど
名
勞
働
を
以

V

 

\

參
加
ず
る
者
は
其
の
提
出
に
係
る
資
料
を
自
己
の 

よ
6

分
離
せ
し
む
るt
i

能
は̂

る
於
故
に
躬
ら
勞
働 

の
需
槊
ある
所
卽
ぢ
生
產
卽
ち
生
產
叉
は
營
利
の
行
は 

る
>

0,

地
點
に
集
ま
る
名
の
な
6

。



パ
斯
の
如::
<

<

生
產
！
は
營
利
を^

ふ
，
#

或
：は
之
於
 

一
0 

に
參
方
じ
て
以
て
生
r

資
料
を
®,
#.

し
#

る
の
機
會
ぁ 

る

地

點

に

は

人

を

引

き
.#
く

る
ゆ
力•あ
6

.

、
人
«

此
>̂ 

カ
：に§

き
寄
せ
ら
れ
て
集
ま
'

^

^

^

漸
次
其
の
^
を
谓 

加
ルV

遂
に
f

を
形
成
す
名
に
至
る
名
の
に
し
て
、 

近
东
の
都
市
の
多
く
は
斯
る
經
過

y

ょ
.
6

て
成
立
しfc 

•

1

6

0

,

.然
ら
ば
斯
る
生
產
叉
は
營
利
を
行
夢
の
幾
會 

は
如
何
，な‘る
地
方
如
何
な
る
地
點
に
存
す
る

^

吾
人
i

 

左
に
之
を
見
む
ふ
欲
す
。

•

:

s

都

市

の

位

置

，

「

.

先
づ
^
^
の
中
心
杧
る
商
業
的
都
市
に
就
ぐ
云
は
む 

營

利

の

機

會

を

鑛

し

て

營

利

業

者

暮

び

遂

t

商 

業
的
都
市
の
發
生
齊
達
を
見
る
0

地
點
は
何
處
に4
6

 

I

い
ふ
に
、
へ
そ
は
交
通
線
路
上
に
f
、
就
中
交
通 

»0
.
'

1

赌
的
中
斷
休
止
を
來
3

し
む
る.
の
*

點
if
c

在
6

0
 

-

グ
；丨
レ
ー
氏
！

I
I

く
、
人
と
：當
と
は
交
通
の
中
斷
あ
る
所

蕺
し
斯
る
地
點f
c

t

t

Aと 

A

i

,

の
接
觸
交
渉
あ6

以
て
營
利
の
機#

を
典
す
ベ
d 

W

ば
な̂
"

。
交
通
の
中
斷
と
ば
何
ぞ
ゃ
。
氏
は
之
を
以

て「

少
く
と
名
货
物•の
積
換
及
び一

赌
的
菩
横
を
來S
 

し
む
る
に.
足
る
程
の
：移®

の
騰
碍
な
ら」

' 

i

獬
じ
te
t
 

„#「

I

-

予

《
咨

く

廣

義.
に
解
し
、
貨
物
の
外
に
人
を 

〉

名
包
含
せ
し
め
む
と
微
す
、
#

と

な

れ

ぱ

.貨

物

於

逛

遂
 

\

 

.

の
0

的

物

得

：
る
i

同
卜1
ぐ
人
名
亦
運
送
の
自
的
%

一

允

6
得

べ

く

、
且
つ
大
體
に
於
セ
貲
物
の
移
動
の
一
雕 

\

的
中
也
は
同
勝
に
^

ハ

i 

.移
動
の】

滕
的
休
北
を
名
伴
ふ 

.
1

^
の
^
れ

ば

な

も
'

i 

.交
通
0

中
斷
.に
ニ
®

ぁ
A

/

一
 

は
通
路
叉
は
運
送
具 

I

等
專
ら
移
動
の
有
形
的
技
術
的
原
因
ょ6
.來
れ
る
障
碍 

に
し
て
之
を機
械
的
の
中
斷
と

い
び
、
也

は

：
 

^

技
術
的
障
碍
，ぁ
み
外
に
所
有
權の
移
*

を
伴
ふ
—

合
に 

1

し

て
:±
を

商

業

的

中

斷

:£

ぃ
办
0

へ
一)

機
械
的
中
斷
ぁ 

|
る
實
ロ
に
は
、
一
方
に
於
て
は®*
物
の
積
込
積
卸
の
ft 

j

め
に
勞
働
を
要
す
ベ
く
、

一
滕
的
薔
積
の
把
め
に
倉
奪 

を
要
才
べ
く
、
、倉
庫
^

に

貨

顧

の

監

理

者

を

ぢ

聽

す

べ
 

く
、
或
S

#

送
具
の
'
 1

塬
的
保
管
の
設
備
を
！

す 

ベ
き
i」

共
に
、
他
方
に
於
て
は
貲
物
领
送
の
任
に
當
れ 

る

ス
々
又
は
單
獨
の
旅
客
の
.休
泊
の

f

c

め
に
旅
館
休
息

113

所
等
を
名
必
喪i

す
べ
く
、
其
の
結
果
と
し
て
是
等
の 

必
要
に
應
岁
べ
き
職
人
、
農
業
者
、

51

は
店
舗
監
理
人 

等
を
先
必
要
と
す.る
に
至
る
を
以

V
,、

斯
る
箇
所
に
は 

多
太
の
營
利
及
び
勞
働
の
«

會
存
す
ベ
し(

一
ご
次
に
商 

業
的
中
i?
は
機
槭
满
中
斷
の
豸
す
所
叉
呔
其
の
附
近
に 

は
殆
ん
ど
常
に
存
在
ず
る
名
の
に
し
て
、
其
の
然
る
場 

合
に
は
後
者
は
頗
る
重
耍
な
る
？
0'
;

と
ま
グ
、
而
し
て 

そ
於
重
要
な
る
交
通
線
路
上
に
あ
る
場
合
に
は
營
利
及 

び
勞
働
の.
署

は

益

々

增M

す
べ
し
。

：

蓋
し
斯
る
地
點 

に
は
前
に■

ベ
f

c

る
積
換
叉
は
保
管
の
設
備
の
外
に
輯 

取
乱
の
關
係
者
例
へ
ば
商
人
®.

兩
換
業
者®
通
信
業
者
等' 

の
發
生
を
啟
要
と
す
べ
く
、
叉
斯
る
營
利
業
者
の
必
要 

に
應
梦
る̂

め
に
更
に
建
集
業
者
®
食
料
品
供
输
者
等 

を
必
要
と
す
る

U

至
る
ベ
き
を
以

<

な
6

。
故
に
機
械 

的
商
'«

的
の
何
れ̂

る
を
問
は1
梦
、
荀
名
交
通
上
中
斷
'. 

の
存
ず
る
以
上
は
、
其
處

.
U

營
利
及
ぴ
勞
働
の
機
#

存
. 

す
べ
ぐ
、
生
活
資
料
獲
得
：®

機
會
存
す
べ
き
を
以

V

、
： 

现
在
他
所
に
於

V

何

等

の

生

活

資

料

^-
も

獲

得

し

得

次
 

る

者

叉

は

他

所

よ

6

.名

此

處

に

於

て

一

曆

有

利

に

此

の

.

ハ

目

的

を

達

し

；
得

、ぺ

し

と

考

.
ふ
る
#

は

自

然

此

の
«

|5

に 

集
±

み
ベ
く
'

、

斯

く

し

て

遂

^

，
は

商

業

阶

都

市

の

形

^

 

を
見
る
に
至
る
べ
し

:°
.

,

.

.

.

0
て
r

の
如
含
中
&.
'

は
如
個
な
る
原
因

.
よ
6

來
6

て 

如

何
.«

る
»

點
に
ぁ
6

や
。
日
く
 (

I
)

或
は
避
く
ベ
か 

一
ら
^

る
有
形
的
自
然
的
の
障
害
よ
6

來
る
こ
と
ぁ6

。

|

 

■例
べ
ば
港»

又
は
地
峽
の
如.き
水
運
と
_

運
と
の
接
續 

j

ff
l

河
口
港
の
如
き}
種
の
水
運
と
の
接
續
點
、
叉
》
山
， 

'地
と
平
野
と
の
境
辦
：

a

方
の
如
き' 
一
種
の
陸
運
と
他a
:
 

\

の
陸
運
と
の
接
纘
點
、
或
は
ニ
箇
叉
は
數
箇
の
谷
の
■分 

\

れ
ロ
、
河
川Q

合
流
點
、：重
要
道
赂
：

Q

交
叉
點
、

X

は
分 

|

岐

點

河

川

と

隆

赂

と

の

爽

叉

點

、
，
渡

渉

地

點

等

»

卽

ち
 

j 

i

な
6

-

0 •( 

一
 

j 

)

或
は
交
通\̂
_

镟
よ
6

來
る
こ 

j 

.

卽
ち
運
輸
系
統
又
ば
運
送
^

0

關
係
よ
6

し
て
一
種 

一
.

の
運
送
具
よ6

他
爾
の
蓮
送
具
：へ
、
叉
は
同
ニ
種
類
の

.-■ 

|

運

送

具

の一

よ
6

他

へ

の

：
積

換

0

乘
換
を
要
ず
る
地
點
、 

例
.へ

誉

證
:*

ょ
6

_

水
*

<

 

.、

.
1

鐡
道
f

他
- 

の
鐵
道 
へ
、
鐡
道
よ6

電
車
®

馬

車

®
人

車

等

へ

、
又

tt

是 

(

等

相

互

間

の

積

換

乘

換

地

點

等

e

卽

ち

是

な

ろ

。

.

.

.

(

三

'

)

，



或
は
此
の
中
斷
は
政
治
的
原
因
に
出
づ
る
こ

i

^

i

.

:4

國
と
他
國
と
の
境
界
線
断
卽
ち
是
に
し'V
/
.
V
國
境
を 

隔

で

、
相
對
立
せ
る
西
.此
规
.®

の
キ
ヤ
グ
’タ
ン
i

蒙
古
：
 

の
賓
質
域
と
の
.如
き
»

此
か
例
な
.

0
。

@

)

最
後
に
A
. 

i

の

旅
行
に
際
し
て
の
'
甘
行
程
の
關
係
ょ
6

來
る
こ
と 

あ

徒
步
旅
行
の
^

|
又
^

3
龙
に
於
て
は
重
耍
な 

る
地
點
上
6

交

通

線

路

上

.
一

日

行

程

約

十

里

又

は

半

日
 

.
行

程約
五
里
を
隔
て
允
る
地
點
の
如
き
卽
ち
是
な
ろ
。

'

以
上
，四*

類
の
中
に̂

6

-C

第
三
の
原
瓯
は
今
や
國 

際
交
通
關
係
の
改
善
せ
ら
れ
f

c

る
於
ft

め
に
、
炅
第
四 

の
原
因
は
交
逾
機
關
殊
に
鐵
道
の
發
達
は

»

夜
繼
«

の 

迅

速

旅

行

を

可

能

な

ら

し

；§

從

て

一

日

行

程

の

趣

長

を
 

來

し

杧

る
&

't
e

め

に

、

そ

れ

^

其

の

重

要

の

度

を

滅
 

:

b

此

の

原

因

ょ
6

來

れ

：
る
^

-

^

め
#

ず

る

徹

所

を

減

岁
 

る

に

至

れ
-O

V
A

雖

名

、

第

一

第

二
^-
_

原

因

に

至

つ

て
 

は
今
猶

其

の

カ

を

馘

殺

せ

ぢ

ん

V

.

に
至
ら
か
る
な6
0
 

何
れ
に
し
て
名
是
等
の
原
西
ょ
み
來
れ
る
中
斷
地
點
に 

は
營
利
め
機
會
あ6

、
勞
働
0

«.

顏

$

>

以
；て
人
ロ 

を
*®

收
す
べ
く
、
遂1C
商
業
的
都
市
の
成
立
發
達
を
見

^

る
べ
.き
な
6

。 

'

ぐ
I

.

:

:

.

,

,
 

*

'

.

:

■:
-

.

サ
.

■■
,

,
v:
-

:

f

、:'
'

サ
：
.
.

'■■
'

.

.，

っ;

斯
の
如
く
に
し
て
發
生
し
ft

石
.都
市
は
終
に
商
業
的 

,

|

都
市
fc

る
に
終
る
べ
き
平
と

S

ふU
、

決
し
て
然
ら
岁 

j

都
市
形
成
の第

1

步
上
ろ
徐
々
に
小.エ
業
者
の
發
生t
 

一
‘

樹

き

、
人

ロ

：
の

增

加

'>
:

都

市0

潑

達..に

：
つ

れ

て

大

エ

業

の

： 

\

發
生
を
名
來し
、
商
業
的
都
市
は
鍵

業
的
色
彩
を
：

\

..帶
び
來
6

.

V

遂
に
商H

.

業
的
都
市
と
な
る
名
の
：

•

な
6

。

\ 

_

生
產
は
營
利i

異
；̂

て人
と
人
と
の
交
渉
接
觸
あ
る 

\
:

の
み
を
以v

足
れ
6

と
せ
#

、
截
々
の
資
料
を
必
要
i
j 

|

す

る
を
以
て
、
生
遍
黉
料
の
獲#

し
#

ら
る
S

所
に
あ 

| 

'

ら
t

ん
»

之
を
行

^
こ
と
能
は
#0

る
な
ム
o

而
し
て
自. 

~
 

道
經
濟
の
塒
代
§

A

y
 
<

t t

生
産
の
.目
的
は© /

改
痕
勸
'

一
に

存
す
る
财
故r-
、
生
產
を
な
すK
當
て
は
財
の
處分
 

の
便
否
を
考
夯
る
の
必
要
な
：く
、
専
ら
生
產
の
便
否
の 

み
を
考
へ
、
生
產
費
料
0-

最
.
名

有

利

.に

獲

得

し

得

ら

る
 

る
の.
：地
點
に
其
の
位
置
を
定
む
る
を
得
る
に
反
し
、
交 

易
經
濟
滕
代u
於

て

は

生

產

の

目

的

は

販

實

に

存

す

る
：： 

が

故

：
に

、

.

生

產

業

は

生

產

販

寶

0

,〗一

點
1C

就
.

て

最̂P

有

刺
な
る
條
件
を
提
供
す
石
の
地
1

に
»

の.
位
置
を
定0

. 

ノ
る
を
喪
すo

然
る
に
1

林
業
鑛
山
業
の
如
き
原
烚
的
生 

.

~
產
業
に
あ6:
!

て

は

其

の

零

重®

な
る
：婴1

を
成
せ
る..

土
地
は
不
可
働
的
な
る
を
以
て
其
の
位
置
炫
自
然に拘 

•

束
せ
ら
る
、
i
雖
名
加
工
的
生
產
f

るH

業
に
あ
ろ 

.
,y

は
主
要
喪
素
は
可
動
的
な
み
を
以
<
自
然
に
狗
朿
せ 

ら
る
、
乙
と
な
く
、
自
由
に
如
上
の
目
的
に
叶
ふ
の
地 

^
に
^
0.
位
置
を
定
ひ
る
?1
と
を
^
る
な
'
-
^
'
'

。
#
ら
» 

丨/
©ち
都
市
にH

業
淤
發
生
す
る
は
都
市
に
於
て
生
產
販 

實
の
條
件
舣
省
利
に
獲
得
し
得
ら'る

、

の

結

果

*

ら

ぎ 

る
べ
か
ら
^
、
果
しy

然
る
や
以
下
之
を
檢
せ
ひ
。

.(

ご
土
地
はH

業
に
あ
6

て
«'
單
に
敷
»

と
し
て
卽
：
 

ぢ
生
產
及
び
賣
寶
の
地
盤
と
し
て
用
あ
る
の
み
、
從
て 

±

地
の
#

質
中
利
用
1£
ら

る

、
$

の
は
磐
度
に
あ
ら̂
 

し
て
位
磴
な
6

。

然

る

に

位

置

は

生

產

の

技

術

.の

方

面
 

よ
6

見

て

特

定

のtt
M

を
*

備

辻

る

地

方fc
る

こ

と

を
 

.
，必

要

と

す

る

場

合

S

へ
H '
紡
績
業
の
濕
氣
多
き
地
を 

貴
ぶ
が
如
き
場
合

)

.な

.き
に
あ
ら
^

と
雖
S

、斯
の
如
き 

11
0

は
« £
タ
な
る
«

A
ロ
に
過
ぎ
ず
し
て
多
く
は
位
®

の
如
何 -

呔
何
等
生
產0
,
:技
術
的
障
碍
を
來
す
«,

の
：に
ぁ
ら̂
>

4
 

が

敌

に

、

：

生

產

業

は

^

^

販

寶

の

便

鸾

に

從

て

其

の

俾
 

,

镫
を

®
む
る

こ

と
を
得
べ
し

,0

此
の
點
よ

/
-見
れ
ば
都 

市
14

人

ロ

多

く
‘
-̂
©

審
集
*

せ
る
を
以
て
特
に
田
舍
向 

\

の
貨
物
生
藍
き
從
事
す
る
.

者
の
，外
は
都
會
に
位
置
を
定 

\

む
る
を
使

な
7
/
と
す
、
遠
距
離
輸
送
に
堪へ
ざ

る
貨
.物 

|

生
產
の
®

<

ロ
は
殊fe
然
6

。.
然
6

と
雖
名
販
寶
に
便
宜 

な
る
地
點
は
偕
地
料
高
く
生
產
费
の
增
加
を
來
す
の
不 

|

利
ぁ
6

。
艺
れ
ば
都
市
の
場
末
叉
《
郊
外
地
方
は
蓋
し 

j

最
名
有
利
な
る
位
置

.̂

ら
む
か
？

一

(

一
ー

)

勞
働
の
供
給
は
國
內
何
れ
0
地
方
に
？
存
せ̂

\

る
t

と
な
し
と
雛
？
：，
.
山
岳
地
方
よ6

名
平
野
地
方
に 

一
於
て
田
舎
よ.り
名
都#

U

於
9

<
'
其

の

供

給

は

一

厝

豐

富
 

\

な
る
ベ
し
。
唯
問
題
と
な
，

L

M

の
關
係
な
る
於t
 

\

は
勞
働
の
種
類
に
よ
6

て
.
、
亂
b

,

か
ら
ず
、
都
會
に
於 

I

て
は
熟
緻
勞
働
は
勞
働
組
合
の
組
織
に

よ
-
c
v

て
勞
銀
高
：
 

ン.
費
を
兔
れ3'
'

4

.

ど

.
^
、

不

熟

練

勞

働

は

假

令

勞

働

效

程
 

:

は
炙
少
な
か
る
べ
き
ぢ
生
活

U

追
は
る
、
於
爲
に
、
勞 

鎅
は
却V

低
き
を
得
べ
し
。
故
に
多
數

Q

不
熟
練
勢
働



を
使
用
す
る.
工
業
に
あ6

て
は
田
舍
よ
ろ
$
都

市

を

以
' 

V

■

利
*

-

^

i

な
す
。

(

1

5

原
料
品
の
中
に
て
材
木
鑛
石
等
の
洳
く
囊
童 

量
大
に
し
て
價
値
の
小
な
る
洛
の
は
運
賃
嵩
み
费
用
の
一 

增
加
を
來
す
财
故
に
、
之
を
使
用
す
る
工
業
は
成
る
ベ 

く
該
原
料.
品
の
生
齑
地
叉tt
輪

入

港

'の

附

近

を

以

て

利
 

あ
6

と
せ
む
S

、
•
梢
花
金
觸
等
の
如
く
容
積
重
量
の
割 

合
に
價
値
の
大
な
る
^

^

の
は
運
賃
小
な
る

奴

故

に

其

の

| 

生

產

地

よ

ろ

遠

距

離

の

地

點

に

名

送

る

を

得

べ

く

-
旣

一
 

に
生
産
地
よ6

遠
方
に
送
るi

せ

ば

都

市

は

交

通

線

赂

|

名
運
賃
小
額
な
る
を
得
べ
し
。

 

一
 

(

四)

.

金
融
の
便
に
就
て
は
、
資
金
は
田
舍
よ

^

p

都
」 

脅
に
於
て
其
の
供
給
多
き
於
故
に
、
都
會
に
於
て
辻
多

\ 

1

の
資
金
を
低？)
に
且
つ
容
易
に
刺
用
す
る
こ
と
を

-̂
.
, 

ベ
く
、
原
料
品
の|»
貿

、
生
產
物
の1

に

關

聯

し

て

、
 

金
融
諸
趟
關
を+利
用
す
る
の
便
名
大
な
ろ
と
す
。
尤
名 

銀
行
制
，搜
殊

u

支
店
制
度
の
，發
達
は
或
る
程
度
ま
で
は 

铒
舍
を
；
U.

て
此
種
の«
{

且
を
得
せ
し
む
べ
し
と
^
$
、

^

^

^

到
底
前
者
の
歎̂

あ
編
タ
る
な
$

。

.
 

/
■;
:

.

V
;

上
述
の
.諸
點
を
通
覽
す
る
に
、
.

一
方
.に
於v
tf
w

w' 

を
以
て
利
如6

と
す
る
の
事̂
^

る
と
共
に
、
他
ケ
に
:.
:
. 

は
田
舍
を
以.：て
利
あ.
6

と
す
：る
の
事
情
の
存
す
る
を
見 

る
。
玆
に
於
て
か
生
產
者
は
其
の

.

種
類
そ
異.
に
し
.從
て 

右

の

諸

點

の

中

何

れ

，
の

利

益

を

最

K

重
視
す
る
や
、
可 

れ
の
費
用
を
以
て
最
^P

重
き
貧
檐i

感
步
る
や
に
よ
つ 

て
必
岁
し
名
其
の
位
置
を
同
^

ぅ
せ
步
、
勞
働
及
び
：土 

地
め
®

用
.
ょ
-

^

名
金
融
販
實
の
便
を
重
ん
岁
る
者
は

1|
5

 

市
の
中
央U

來
る
べ
く
、
原
料
品
の
運
賃
を
最

S

重
き 

負
«

と
感
少
る
者
は
其
他
の
利
益
に
關
せ
岁
し
て
原
料 

品
生
產
地U

赴
く
べ
き
於
如
く
な
^C

v

と
雖
0

、
大
嗜
に 

於
て
之
を
見
る
と
き
»
、
勞
働
及
ぴ
金
融
の
便
の

 

一
I

s
 

に
就
て
は
何
れ
の
生
産
者
名
多
く
異
な
る
所
な

く

、

其 

の
異
な
る
の
最̂P*

し
き
は®

I

貝
販
寶
に
附̂
;

る
1

 

賃
の
黒
に
就
て
な
る
.

か
.

故
に
、
大
値
に
於
て
.

小

量

高
,« 

の
籾
料
を
使
用
す
る
工
業
に
あ
6
て
は
都

市

又
は
其
の 

C

タ

を

以

て

利

あ
し

、
大
量
低
®
の
材
料
を
使
用 

す
るH

業
忙
あ
-
^
ズ
挝
其
生
產
地
叉
は
險
入
地
に
近
き

都
市
叉
は#.
の
近
郊
を
以
て
最
名
職
ぁ
6

と
す
と
い
ふ 

t

と
を
得
べ
し■°

果
しV

.

然
也
と
せ
ば
全
體
と
し
で
都 

市

汉
«*
生

產

販

寶

に

就

ズ

有

利

な

る

條

件

を

提

供

す

る
 

名
の
と
云
ふ
亡i

を
得
べ
しP

唯
多
數
の15
#

の

中

何
. 

れ
の
S

11
T

狀
最
？
有
利
な
る
條
#

.̂

攏

供

す

る

や

は

當

j 

該
產
業
の
種
類
と
生
產
要
素
の
分
布
狀
態
と
の
如
何
に 

よ
-o

て
定
欢
る
べ
き
の
み
。

' 

\

-X
-

-X
-

-X
-

兴 

™

フ
右
の
所
論
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
、
交
通
線
路
上
交
通
の 

1

辟
的
中
斷
ぁ
•る
箇
所
に
は
商
業
的
都
市
の
發
生
を
見 

るt

く
、
而
し
て
旣
に
發
生
し
把
る
商
業
的
都
市
に
交ン

 

通
其
の
他
の
便
直
の
備
は
れ
る
以
上«
、
エ
業
？
之

にj 

集
6
來
る
の
^
向
4>
る
名
の
な
6
。
こ
^
ク
ー
レ
ー
■氏
一 

が
交
逾
の
中
斷
箇
所
は
商
業
の
中
心
と
な
ゲ
、
商
業
の 

中
心
は
叉
工
業
の
中
心
と
な
ろ
、
政
治
の
中v
g
iな
6
 

美
術
の
中
心
と
な
6
、
遂

に
l
B!
3t
r
i、

一
地
方
の
文
一 

:

化
の
中
心
と
な
る
と̂

；

5

し
所
以
な
6
。

四

交

通

機

關

發

達

の

影
#

商
業
の
1

よ
6

見
fc

る
®

If
t

の
位
慑
が
旣
定
の
交
通

關
係
に
よ
クV

定
ま
る
は
勿
論
、
工
業
の
都
市
に
集
ま 

る
名
亦
主
と
し

V

旣

定

の

.
交

通

關

係

よ

6

來

る

名

'
の

な 

る
乙
と
ft

前
項
に
述
べfc
る
所
よ
6

し
て
明
な
6

。
故
， 

に
一
度
旣
定
の
交
通
關
係
に
し

V

變

動

を

來

さ.o
於
、 

商
業
名H

業

气：

從
て
叉
都
市
そ
の
名
の
名
、
爲
に
多 

大
の
影
響
を
受
け^

る
ベ
か
ら3'
'

る
こ
i

言
を
俟
tt
3'
' 

る
な
6

。
近
く
都
市
に
重
大
な
る
影
嗔
を
與
へ

fc

る
交 

通
上
の
變
動
は
實
に
鐡
道
の
.
發
坐
發
達
な6
0
 

鐵
道
發
達
す
る
と
き
は

一

方
よ
6

児
れ
ば(

一
)

交
通 

線
路
.

U

變
動
を
來
し(

ニ
；
交
通
中
斷
の
箇
所
に
變
動
を 

及
ぼ
す
、
卽
ち
新M

.民
地
開
拓
の
如
き
場
^

を
除
き
、 

舊

開

國
!/
■
:
て
は
鐵
道
を
敷
設
す
る
杧
當
'て
は
重
要
な
る 

旣
存
都
市
を
連
絡
する
：に
カ
む
る
を
以
て
重
要
都
市
相 

S

間
に
就
て
見
れ
ば
交
通
線
路
に
變

«

を
來
3

か
れ
ど 

气

位
置
又
は
地
勢
の
關
係
に
よ
6

て
必
梦
し
$
然
る 

を
得̂

ゐ
場
合
f
、
'

特
に
^，
間
の
小
都
市
に
至
て
は
；
 

往
々
に
し
<
此
の
新
交
通
線
路
外
に
遠
次
か
る
こ
と
颇 

る
多
し
。
又
鐵
道
の
開
通
は
長
距
離
運
送
叉
は
鲞
夜
兼 

行
の
旅
行
を
可
能
な
ら
し
0

る
を
以
て
、
從
來
の
.

不2
S



U8

全
な
る
交
通
機
關
に
よ
れ
ば
、
當
然
交
通
和
斷
の
箇
所 

fc

る
べ
き
地
點̂
^

今
や
然
ら
次
る
に
至
ら
し
む
。
比
の 

の
.
事
情
よ
6

し
て
或
る
都
市
は
從
來
享
受
し
來
れ 

る
營
利
の
機
會
を
奪
は
れ
、
又
或
る
都
市
は
從
來
よ

6

 

曆
多
大
の
營
利
の
機
會
そ
生
梦
る
の
結
果
を
來
し 

斯

く

し
-C

潘
市
殊
に
商
業
的
都
市
の
盛
衰
を

»

ら
す
。

21

に
夂
他
方
よ6

見
れ
试
、
鐵
道
の
發
達
は
大
量
輸 

送
を
可
能
な
ら
し
め
、
運
賃
0

低
落
、運
送
の
迅
速
0

芷 

確
®

安
全
を
來
し
杧
る
が
ft

め
に
、
多
量
の
貨
物
を
*
送 

す
るH

業
者
の
如
き
は
多
大
の便
益
を
受
け
、
生
產
喪 

の
項
目
の
割
合
に
多
大
の
變
動
を
來
す
べ
く
、
而
し
て 

此
の
變
動
の
甚
し
き
場
合
に
は
、
例
へ
ぱ
從
來
遥
賃
高 

く
運
送
の
遲
緩
危
險
な
^

S

じ
於
fc

め
に
他
の
利
益
を̂
 

<

敢
<

原
料
生
產
地
に
位
置
を
定
め
杧
6

し
エ
業
の
如 

き
は
今
や
同
地
に止

せ

届

る
の
必
製
な
き
の
み
な
ら 

す
寧
ろ
他
に
轉
岁
る
を
利あ^
:
N

iな
し
‘、
遂
に
他
に
務 

轉
す
名
に
至
る
。
斯
く
し
て
或
る
都
市
は
エ
業
を
其
の 

土
地
に
引
き
付
け
たる
原
因
を
失
ひ
て
他
の
都
市
を
し 

•<
之
を
有
せ
し
む
.る
こ
ぇ
、
な
6

、
以
て
都
市
ェ
業
の

盛
衰
を
來
す
。

.一

定
め
地
點.ょ
6

遠
距
離
地
點
ま
で
の 

運
賃
を
ば
同
/
一

 

線
路
±
,

の
\€

距
離
地
_

1

^

の
運
«

ょ
：
 

i
0
0
な

ら

む

む

為

所

の

彼

の

.
特

別

賃

率

の

如

き

は
 

\

斯
^

理
由
'
上
6

し
て
特
定
地
點
：の
獨
立
產
業
獎
勵
の
效 

|

果
を
赢
ち
得
べ
き
な
-c\。

^

交

通

機

關

は

一

方
に
於V

經
濟
.社
會
の
要
求
に
ょ
6

て 

發
生
發
達
す
る
名
の
な
る
i

同
脖
に
、
他
方
ニ
协
、
て
其 

N0

發
生
發
達
は
叉
經
濟
社
會
の
發
齋
を
喚
起
す
る
名
の 

\

な
ろ
i

雖
名
、
そ
は
必
岁
し
名
特
定
の
都
市
の
俄

f

榮
を 

j

來
す
名
の
に»

あ
ら
岁
、
唯
そ
胗
該
都
市
を
し
て
脔
業 

|

叉
は
工
業
を
引
き
付
く
る
の
原
因
を
失
は
し
め

^

る
の

|

み
な
ら
ず
進
ん
で
之
を
助
長
す
る
場
合
に
於
て
の
み
該 

都
市
の
發
達
を
齎
ら
し
得
べ
き
の
み
。

一
線
の
鐵
道
な 

く
と
名
繁
榮
す
べ
き
都
市
名
あ6
、

ニ
線
の
鐵
道
の
交 

\

叉
す
る
あ
る
に
名
拘
ら
少
、
何
等
特
殊
の
發
達
を
來
3
 

i

0

f

s

i

鐡

道

發

達

の

^

め

に

却

て

衰

賴

す
 

る
都
^

へ
其
の
例
に
乏
し
か
ら
ず
、
前
者
の
鐵
遒
な
く'“ 

し
て
榮
え
後
者
の
鐡
道
あ6

て
榮
え
次
る
所
以
の4

の 

は
、

一

は
变
«

中
斷
の
地
點
^
る
に
反
し
他
は
中
齋
の

地
點
欠
ら̂

る
に
こ
れ
因
る
。
都
市
繁
榮
の
一
策
と
し 

て
鐡
道
敷
設
を
叫
ぶ
者
の
如
き
は
大
に
學
ば
ぎ
る
べ

「

か

 

ら 

0̂
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K
.
f

 
I
 (Die st

p:dte) 

2
1
1氏
に
質
ふ
所
大
な
8
。

(

三
、
ニ
、
七：0

雜

錄

金

融

會

社

の

先

軀

及

其
 

類

例

S

船
尾
榮
太
鄭

_

本

篇

过

リ1
フ

マ

ン

氏

，の

洛

箸

B

s.e
a
l
g
u
n
g
s
=
u
n
a

 

F
i
n
a
g
i
e
r
-

 
i

へ

n
gsg

e
s
e
H
s
c
l
l
a
f
f 

第
七
草
第
一
節 vo

&
u
f
e
r

 

g
a
. Ve

m
a
a
d
t
e

 

dcr 

F
i
n

-»5n7ierungsgesellscllaftetl

を
謂
出
せ
る
豸
の
な
リ
o 

-

初
期
發
行
，銀
行
の
槪
觀 

二
獨
逸
の
發
行
銀
行

'

.

.

,

H

佛
_

の「

バ
ン
ク
、
ド
、
ク
レ
デ

」

•

及「

バ
ン
ク
、
ダ
ツ
フ
尤

0

英
國
の
金
融
#
社 

k

来
圃
の
信
託
會
社

I

初
期
發
行
銀
行
の1

 

一
現
今
に
於
け
る
金
融
會
社
の
先
驅
と
し
て
、
，屢
が
論 

題
に
よ
る
名
の
は
、
千
七
百
十
六
年
巴
里
に
於
て
資
本 

j

六
百
萬「

9
 

1

ズ
,
>」

を
以
て
ジ
B \

、

口 ー

氏
の
設
立 

•

し
fc

るr

 \

シ
グ
、
ゼ
ネ
ラ
ル

」

な
6

と
す
。

乙
»
當
初 

攀
に
純
然
允
る
私
立
i

餓
行
隹
る
に
過
ぎ^
6

し

名
j 

開

業

後

一

ー

年

米

國

ル

ィ

ジ

ヤ
l

に
お
け
る
、
商
業
獨
占 

■ 

.
.
.

:'
' 

厶
1

四

茧
.


